
新規参入者等の定着支援 

～新規参入者等の経営分析の基礎知識習得～

（課題番号　３） 

 ◆活動年次：令和５年度

◆対　　象：新規参入者　８戸（うち新規就農１年目　３戸）、農業支援員　１名 

 

　1　課題の背景　 

 　
 
 
 
 

　２　活動の経過　 

　３　活動の成果　 

 

 

　　農業支援員、就農１年目への技術支援中心の活動となったため、所得解析ツールの活用戸

 数の拡大には至らなかった。

 

 

 

 

 

 

 

　

　４　残された問題点　 

 ・後継者を含めた新規就農者、農業支援員に対する担い手協議会によるサポート体制強化

 ・所得解析ツールの実践的活用の確認

  ５　今後の対応　 

・新冠町地域担い手育成総合支援協議会と連携し、一般活動として引き続き農業支援員・

新規就農者を支援する。 

所得解析ツール活用戸数：２戸→２戸（到達度２９％）

 
【新規就農者（就農１年目）の栽培・管理スキルの向上】 

　○　管理技術の向上により、○戸が目標収量・乳量を達成した。 

 ○個別巡回、個別相談による作物栽培管理や飼料管理技術の習得支援 

○農業支援員の生産技術習得支援（冬期講座） 

○就農１年目の３戸に対し、新冠町地域担い手育成総合支援協議会と連携し、 

　合同巡回によるフォローアップ 

 

 

 

写真　就農１年目フォローアップ 写真　農業支援員冬期座学

 
【農業支援員の就農に向けたスキルアップ】 

　○　新規就農講座により、研修２年目の農業支援員は基礎知識を習得 


